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(54)【発明の名称】 内視鏡装置および光源装置

(57)【要約】
【課題】撮像部と光源部間で通信ケーブルを用いない状
態で通信を行うことができる内視鏡装置を提供するこ
と。
【解決手段】本内視鏡装置１０は、ＣＣＵ１と、光源装
置２と、カメラヘッド３Ａを有する内視鏡３とを有して
なり、光源装置２より可視光と共に通信信号光として変
調された赤外光を内視鏡３のライトガイド６を介して被
写体（生体内腔）２９に照射し、その可視光が被写体２
９にて反射され、ＣＣＤ４を介して被写体撮像信号が取
り込まれ、ＣＣＵ１に取り込まれ、被写体像が得られ
る。赤外光も被写体２９で反射され、通信信号光として
カメラヘッド３Ａの受光部２０で受光され、通信回路２
１を介してＣＣＵ１に取り込まれ、カメラ側制御回路７
にて光源装置２からの通信情報が認識される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明光を発生する光源手段を有する光源
装置と、
上記光源装置に接続され、上記光源手段で発生された照
明光を被写体に導光するライトガイドと、
上記ライトガイドで導光された照明光によって照明され
た上記被写体を撮像する撮像手段と、
上記撮像手段で撮影された撮像信号を信号処理する信号
処理手段を有する信号処理装置と、
上記光源装置に設けられ、上記ライトガイド入射端部に
上記照明光と波長が異なる光通信信号を照射する光通信
信号照射手段と、
上記信号処理装置に接続され、上記光通信信号照射手段
から上記ライトガイドを介して上記被写体で反射される
光通信信号を受光する受光手段と、
上記受光手段で受光された光通信信号によって出力され
る通信情報を識別する、上記信号処理装置に設けられた
通信情報識別手段と、を具備したことを特徴とする内視
鏡装置。
【請求項２】  上記光通信信号が赤外光の波長域である
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】上記光通信信号が紫外光の波長域であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】上記受光手段が赤外光の波長域のみを受光
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】上記受光手段が紫外光の波長域のみを受光
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】上記光通信信号が非同期の通信であること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】  照明光を発生する光源手段と、
上記光源手段を上記光源装置から取り外す際に開閉する
開閉手段と、
上記光源装置の電源のオン／オフするスイッチ手段と、
電源のオン／オフ操作を上記スイッチ手段へ伝送する押
動手段と、
上記開閉手段に設けられた嵌合受け手段と、
上記押動手段に設けられた嵌合手段と、を具備したこと
を特徴とする光源装置。
【請求項８】電源がオン状態の時に上記嵌合受け手段と
上記嵌合手段が嵌合することを特徴とする請求項７に記
載の光源装置。
【請求項９】電源がオフ状態の時に上記嵌合受け手段と
上記嵌合手段が嵌合しないことを特徴とする請求項７に
記載の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置、特に
内視鏡装置における光源装置の制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、内視鏡装置におけるＣＣＵ（カム
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コントロールユニット）と光源装置間の通信制御は、一
般的にケーブル接続により行われれていた。例えば、特
開２００１－７８２２１号公報に開示されたものでは、
ＣＣＵと光源装置間にデジタル通信手段が配置されてお
り、光源装置側の情報、例えば、光源のＩＤ情報をＣＣ
Ｕ側に伝達される。ＣＣＵ側では、上記ＩＤ情報に基づ
いた画像処理が行われる。
【０００３】一方、内視鏡装置における光源装置のラン
プユニットの交換構造に関して、特開２０００－２４１
７１９号公報に開示されものは、インターロックスイッ
チを用いない構造であって、かつ、ランプ交換作業時に
使用者が電源高圧部分に触れることなく交換可能なラン
プユニットの交換構造を提案したものである。すなわ
ち、上記ランプユニットをコネクタ接続とし、そのコネ
クタを外した状態でないとランプユニットの取り外しが
できない構造が採用されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述した特開２００１
－７８２２１号公報に開示されたものでは、ＣＣＵと光
源装置間に通信接続用ケーブルが必要であり、上記ケー
ブルを接続する手間が必要であったり、装置周りの配線
が煩雑になる等多くの問題があった。
【０００５】一方、特開２０００－２４１７１９号公報
に開示されものでは、ランプユニットを取り外す際には
コネクタが外されるために確実にランプヘの電力供給は
遮断される。しかし、ランプが点灯したままランプ交換
用扉を開けた場合には、ランプが点灯したままとなり、
使用者が点灯状態のランプ、または、その周辺に触る可
能性があった。
【０００６】本発明は、上述した問題を解決するために
なされたものであって、内視鏡装置において、撮像部と
光源部間で通信ケーブルを用いない状態で通信を行うこ
とができる内視鏡装置を提供することを１つの目的と
し、さらに、内視鏡装置等において、光源部の交換を安
全な状態で行うことができ、しかも、その構成が簡単で
ある光源装置を提供することを他の目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の内視鏡装置は、照明光を発生する光源手段を有する光
源装置と、上記光源装置に接続され、上記光源手段で発
生された照明光を被写体に導光するライトガイドと、上
記ライトガイドで導光された照明光によって照明された
上記被写体を撮像する撮像手段と、上記撮像手段で撮影
された撮像信号を信号処理する信号処理手段を有する信
号処理装置と、上記光源装置に設けられ、上記ライトガ
イド入射端部に上記照明光と波長が異なる光通信信号を
照射する光通信信号照射手段と、上記信号処理装置に接
続され、上記光通信信号照射手段から上記ライトガイド
を介して上記被写体で反射される光通信信号を受光する
受光手段と、上記受光手段で受光された光通信信号によ



(3) 特開２００３－３１０５４９

10

20

30

40

50

3
って出力される通信情報を識別する、上記信号処理装置
に設けられた通信情報識別手段とを具備し、上記光通信
信号照射手段から照射された光通信信号が上記ライトガ
イドを介して上記被写体に照射され、反射されて受光手
段に伝送され、上記受光手段で受光された光通信信号に
よる信号が上記通信情報識別手段にて通信情報として識
別される。
【０００８】本発明の請求項２に記載の内視鏡装置は、
請求項１に記載の内視鏡装置において、上記光通信信号
が赤外光の波長域の光である。
【０００９】本発明の請求項３に記載の内視鏡装置は、
請求項１に記載の内視鏡装置において、上記光通信信号
が紫外光の波長域の光である。
【００１０】本発明の請求項４に記載の内視鏡装置は、
請求項１に記載の内視鏡装置において、上記受光手段が
赤外光の波長域のみを受光する。
【００１１】本発明の請求項５に記載の内視鏡装置は、
請求項１に記載の内視鏡装置において、上記受光手段が
紫外光の波長域のみを受光する。
【００１２】本発明の請求項６に記載の内視鏡装置は、
請求項１に記載の内視鏡装置において、上記光通信信号
が非同期の通信である。
【００１３】本発明の請求項７に記載の光源装置は、照
明光を発生する光源手段と、上記光源手段を上記光源装
置から取り外す際に開閉する開閉手段と、上記光源装置
の電源のオン／オフするスイッチ手段と、電源のオン／
オフ操作を上記スイッチ手段へ伝送する押動手段と、上
記開閉手段に設けられた嵌合受け手段と、上記押動手段
に設けられた嵌合手段とを具備し、上記押動手段がスイ
ッチ手段のオン、または、オフ位置にあるとき開閉手段
は、上記嵌合受け手段により開放不可状態に係止される
か、または、開放可能の状態に保持される。
【００１４】本発明の請求項８に記載の光源装置は、請
求項７に記載の光源装置において、電源がオン状態の時
に上記嵌合受け手段と上記嵌合手段が嵌合する。
【００１５】本発明の請求項９に記載の光源装置は、請
求項７に記載の光源装置において、電源がオフ状態の時
に上記嵌合受け手段と上記嵌合手段が嵌合しない。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施形態につい
て、図を用いて説明する。図１は、本発明の第１実施形
態の内視鏡装置のブロック構成図である。図２は、上記
内視鏡装置において光源装置からＣＣＵに送られるシリ
アルの通信信号の例を示す図である。
【００１７】第１実施形態の内視鏡装置１０は、図１に
示すように主に信号処理装置であるＣＣＵ１と、光源装
置２と、内視鏡３と、モニタ１２とからなる。
【００１８】上記ＣＣＵ１は、通信情報識別手段を内蔵
するカメラ側制御回路７と、後述するＣＣＤ４の撮像信
号に基づいて映像信号を生成する信号処理手段である映
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像生成回路８と、映像生成回路８の映像出力から映像の
明るさ情報を抽出する明るさ抽出回路９と、後述するカ
メラヘッドの受光部２０の出力信号を取り込むための通
信回路２１と、操作パネル部１１とを有してなる。
【００１９】上記光源装置２は、後述するシャッタ２
６，調光回路１６等を制御する光源側制御回路１７と、
照明光を発生する光源手段であるランプユニットのラン
プ１４と、ランプ１４のためのランプ電源回路１５と、
照明光用絞り１３と、光通信信号照射手段としての赤外
光反射ミラー２２，２３，ミラー２４，２５，シャッタ
手段であるシャッタ２６と、上記絞り１３を制御するた
めの調光回路１６と、操作用フロントパネル１８とを有
してなる。
【００２０】上記内視鏡３は、スコープ５と、上記光源
装置２に接続される光入射部を有し、照明光を被写体２
９、例えば、生体内腔に導光するライトガイド６と、基
端部に配置されるカメラヘッド部３Ａとを有してなる。
なお、上記カメラヘッド部３Ａには、撮像手段であるＣ
ＣＤ４と、赤外光のみを受光する受光手段である受光部
２０とを有してなる。
【００２１】上述した構成を有する本実施形態の内視鏡
装置１０においては、ランプ１４からの出射光は、赤外
光反射ミラー２２にて赤外波長成分の赤外光とそれ以外
の波長成分の可視光に分けられる。照明光である可視光
は、赤外光反射ミラー２２，絞り１３，赤外光反射ミラ
ー２３を通過して、ライトガイド６に入射する。
【００２２】一方、赤外光反射ミラー２２にて反射され
た赤外光は、さらに、ミラー２４，２５，シャッタ２
６，赤外光反射ミラー２３を反射、または、通過して、
可視光と共にライトガイド６ヘ入射する。その際、上記
赤外光は、光源側制御回路１７よりシャッタ２６をオン
／オフ制御することにより、非同期のシリアルの通信信
号である通信信号光としてライトガイド６ヘ入射する。
なお、図２は、上記通信信号が８ビットのシリアル信号
であるときの一例を示す。また、上記シャッタ２６に
は、例えば、液晶パネル等が用いられる。
【００２３】ライトガイド６に入射した可視光と赤外光
を含む照明光は、スコープ５を介して被写体２９に照射
される。
【００２４】被写体２９で反射した可視光は、スコープ
５を介してＣＣＤ４で撮像され、映像生成回路８にて被
写体２９の映像信号としてモニタ１２へ出力され、被写
体像がモニタ１２上に表示される。
【００２５】更に、明るさ抽出回路９にて上記映像信号
より映像の明るさデータが抽出され、調光信号１９とし
て光源装置２内の調光回路１６へ入力される。調光回路
１６により光源側制御回路１７からの基準信号と同じ明
るさとなるように絞り１３が調整され、モニタ１２上の
被写体像の明るさが一定となるように制御される。
【００２６】上記可視光と同様に被写体２９で反射した
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通信信号光である赤外光は、スコープ５を介して受光部
２０にて受光され、通信回路２１にてデコードされてカ
メラ側制御回路７に取り込まれ、光源装置２からの通信
情報が認識される。
【００２７】本実施形態の内視鏡装置１０においては、
上述した通信処理動作により通信用ケーブルを増設する
ことなく光源装置２からＣＣＵ１への通信が行われる。
その通信情報に基づいてカメラ側制御回路７により蝦夷
生成処理が実行される。上記通信情報としては、カメラ
側制御回路７を制御動作のための自動調光や手動調光の
各設定値、ランプ１４の点灯状況、絞り１３の絞り値情
報、さらに、図１には図示されていないが非常灯の点灯
状況、ランプ１４の総点灯時間等が挙げられる。
【００２８】更に、本実施形態の内視鏡装置１０におい
ては、被写体２９がスコープ５の前方に存在しない場
合、通信が成立しないことを利用してランプ１４からの
余計な出射光を抑制することができる。
【００２９】例えば、スコープ５を体外に一時的に置い
た場合では、被写体２９が遠点となり、赤外光が反射し
て来なくなるために通信が成立しないことがＣＣＵ１の
カメラ側制御回路７で検出される。カメラ側制御回路７
より明るさ抽出回路９へその旨を知らせ、調光信号１９
を映像の明るさとは関係なく強制的に最も明るい状態の
信号として、光源装置２の調光回路１６へ出力し続け
る。その結果、調光回路１６では光源側制御回路１７か
らの基準信号よりも常に明るい状態で被写体２９が照射
されていると判断する。調光信号１９が最も明るい状態
が続く限り、絞り１３を全閉状態に制御するため、最小
限の光量しか出射されず、余分の光が照射されない。
【００３０】そして、再度、スコープ５が体内へ挿入さ
れた場合にカメラ側制御回路７で通信が再び成立したこ
とを検知し、明るさ抽出回路９を通常の動作へ復帰させ
る。
【００３１】また、スコープ５を交換する際にカメラヘ
ッド３Ａを取り外した場合も上記同様に受光部２０で通
信信号を受信できなくなるため、同様の制御方法によっ
て出射光量を最小限に抑えることができる。
【００３２】上述した本実施形態の内視鏡装置１０によ
れば、可視光以外の波長の光を所定の通信プロトコルに
則り、オン／オフし、照明光と同時に被写体へ照射す
る。上記可視光以外の波長の光は、被写体にて反射して
カメラヘッド３Ａに設けられた専用の受光部２０にてオ
ン／オフ信号として受光され、更に、通信回路２１にて
上記オン／オフ信号の内容をデコードすることで光源装
置２側からＣＣＵ１に対する通信を行うことができる。
上述のように光源装置２に対して内視鏡３およびＣＣＵ
１との間で電気的な絶縁状態のもとで、通信ケーブルを
増設することなく、光源装置２からＣＣＵ１へ各種情報
の通信を確実に行うことができる。また、スコープ５を
体外に一時的に外して置いた場合や、スコープ５を交換
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する際に自動的に出射光量を最小限に抑えることがで
き、安全性、および、使い勝手の向上が見込める。
【００３３】なお、上記図１に示す内視鏡装置１０では
通信用光線として赤外光を利用したが、例えば、赤外光
反射ミラー２２、および、２３の替わりに紫外光反射ミ
ラー等を配置すれば、紫外光等を利用して同様の機能と
効果が得られることは言うまでもない。この場合、受光
部２０は、紫外光を受光する受光部とする。
【００３４】次に、本発明の第２実施形態の内視鏡装置
３０について、図３，４を用いて説明する。なお、図３
は、本実施形態の内視鏡装置３０のブロック構成図であ
り、図４は、上記内視鏡装置に適用される内視鏡のライ
トガイド部先端部の拡大図である。
【００３５】本実施形態の内視鏡装置３０は、図３に示
すように主にＣＣＵ１と、光源装置３２と、内視鏡３３
と、モニタ１２とからなるが、上記ＣＣＵ１とモニタ１
２とは、前記第１実施形態のものと同一のものとする。
本実施形態における、前記第１実施形態の構成部材と同
一構成部材には、同一符号を付し、以下、異なる部分に
ついて説明する。
【００３６】上記光源装置３２は、調光回路１６と、通
信回路３９からの通信信号を取り込み、調光回路１６を
制御する光源側制御回路１７と、通信用ライトガイド３
５からの光通信信号を受光する受光部３８と、通信回路
３９とを有し、さらに、前記第１実施形態の光源装置２
と同様に、ランプ１４と、ランプ電源部１５と、ランプ
１４からの照明光光量を絞るための絞り１３と、調光回
路１６と、操作用フロントパネル１８とを有してなる。
なお、上記光源側制御回路１７は、通信回路３９からの
通信信号を取り込み、通信信号の情報を識別し、かつ、
調光回路１６を制御する。
【００３７】内視鏡３３は、ライトガイド６Ａと、スコ
ープ５と、カメラヘッド部３３Ａとを有してなる。
【００３８】上記カメラヘッド部３３Ａは、ＣＣＵ１の
通信回路２１を介して出力される通信信号を通信信号光
としてライトガイド３５に照射する光通信信号照射手段
である発光部３７と、撮像手段であるＣＣＤ４とを有し
てなる。
【００３９】上記ライトガイド６Ａは、被写体（生体内
腔）２９を照射するための照明用ライトガイド３４と、
通信用ライトガイド３５と、上記ライトガイド３５の射
出端に配置される導光部３５Ａを有してなる。
【００４０】ライトガイド６Ａの先端部には、図４に示
すように、照明用ライトガイド３４の入射端が配置さ
れ、かつ、通信用ライトガイド３５の先端射出部に光学
的に接続されたリング状の導光部３５が配置され、ライ
トガイド６Ａの円周上で通信用光が発光するような構造
となっている。そして、導光部３５の外周側の所定位置
に受光部３８が配置されている。この配置により、ライ
トガイド６Ａが回転しても通信用ライトガイド３５を通
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7
じて伝達されるシリアル通信信号光は、導光部３５を介
して受光部３８に確実に伝達される。
【００４１】上述した構成を有する本実施形態の内視鏡
装置３０においては、上記ＣＣＵ３１から光源装置３２
へ通信したい内容がカメラ側制御回路７より通信回路２
１へ伝送される。通信回路２１は、例えば、前記図２に
示した８ビットのシリアル通信信号として発光部３７を
オン／オフ制御する。
【００４２】上記シリアル通信信号による通信信号光
は、発光部３７より通信用ライトガイド３５に入射さ
れ、ライトガイド３５を介して受光部３８に入射して電
気信号に変換される。上記電気信号は、通信回路３９に
てデコードされた後、光源側制御回路１７へ入力され
る。光源側制御回路１７は、上記通信信号に基づいて調
光回路１６を制御し、絞り１３を調整して照明用ライト
ガイド３４への入射光を制御する。
【００４３】上述した本実施形態の内視鏡装置３０では
通信ケーブルを増設することなく、ＣＣＵ１から光源装
置３２へ通信が行えるようになる。その通信内容として
は、ＣＣＤ４の種類やカメラヘッド３３Ａに設けられた
図示しないスイッチの押圧操作状態等が挙げられる。
【００４４】なお、カメラヘッド３３Ａがスコープ５に
接続されていない状態では、通信が成立しないことを利
用して、通信不成立時に光源側制御回路１７が通信不能
を検出して調光回路１６へその旨を伝え、絞り１３を全
閉とする。このように制御することによりスコープ５の
交換時の出射光量を最小限に抑えることができる。
【００４５】上述したように本実施形態の内視鏡装置３
０によれば、通信ケーブルを増設することなく、電気的
導通のない状態でＣＣＵ１から光源装置３２へ情報の通
信を行うことができる。また、カメラヘッド３３Ａ、ま
たは、スコープ５を交換する際に自動的に出射光量を最
小限にすることができ、安全性と使い勝手の向上が見込
める。
【００４６】次に、本発明の第３実施形態の内視鏡装置
４０について、図５の本実施形態のブロック構成図を用
いて説明する。
【００４７】本実施形態の内視鏡装置４０は、図５に示
すように前記第２実施形態の内視鏡装置３０と同様にＣ
ＣＵ３１と、光源装置３２と、内視鏡３３と、モニタ１
２とからなるが、異なる部分としてＣＣＵ３１の明るさ
抽出回路９からの調光信号１９が光源装置３２の調光回
路１６へ達されず、ＣＣＵ３１内のカメラ側制御回路７
に直接入力される。
【００４８】本実施形態の内視鏡装置４０におけるＣＣ
Ｕ３１から光源装置３２への通信方法は、第２実施形態
の内視鏡装置３０と同様である。ただし、明るさ抽出回
路９からの出力がカメラ側制御回路７へ取り込まれ、通
信回路２１から出力される通信信号に上記明るさ抽出回
路９からの調光信号情報が含まれる。
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【００４９】本実施形態の内視鏡装置４０によれば、前
記第２実施形態の場合と同様に通信ケーブルを増設する
必要がなく、さらに、ＣＣＵ１から光源装置３２へ自動
調光のための通信ラインを設ける必要がなく、ＣＣＵ１
と光源装置３２の間の電気接続ケーブルを無くすことが
できる。また、前記第２実施形態の場合と同様にスコー
プ５を交換する際に自動的に出射光量を最小限にするこ
とができ、安全性および使い勝手の向上が見込める。
【００５０】次に、本発明の第４実施形態の内視鏡装置
５０について、図６の本実施形態のブロック構成図を用
いて説明する。
【００５１】本実施形態の内視鏡装置５０は、図６に示
すように主にＣＣＵ５１と、光源装置５２と、内視鏡５
３と、モニタ１２と、ＰＤＡ（personal degital assis
tant）５８とからなる。なお、各構成制御要素のうち、
第１実施形態に適用されたものと同一の要素について
は、同一符号を付す。以下、前記第１実施形態の内視鏡
装置と異なる部分について、説明する。
【００５２】上記ＣＣＵ５１は、カメラ側制御回路７
と、ＣＣＤ４の撮像信号に基づいて映像信号を生成する
信号処理手段である映像生成回路８と、映像生成回路８
の映像出力から映像の明るさ情報を抽出する明るさ抽出
回路９と、操作パネル部１１とを有してなる。
【００５３】上記光源装置５２は、受光部５６の出力信
号を取り込み、また、上記ＰＤＡ５８との通信を行い、
また、後述する調光回路１６等を制御する光源側制御回
路１７と、照明光を発生する光源手段であるランプ１４
と、ランプ１４のためのランプ電源回路１５と、ランプ
１４の射出光用絞り１３と、受光部５６と、絞り１３を
通過光の一部を受光部５６側に反射するハーフミラー５
５と、上記明るさ抽出回路９からの調光信号１９を取り
込み、上記絞り１３を制御する調光回路１６と、記憶手
段であるＦＲＡＭ（ferro electric ram）５７と、操作
用フロントパネル１８とを有してなる。
【００５４】上記内視鏡５３は、スコープ５と、上記光
源装置５２に接続される光入射部を有し、照明光を被写
体（生体内腔）２９に導光するためのライトガイド６
と、基端部に配置されるカメラヘッド部３Ａとを有して
なる。なお、上記カメラヘッド部３Ａには、撮像手段で
あるＣＣＤ４を配置されている。
【００５５】本実施形態の内視鏡装置５０において、絞
り１３は、通常、第１実施形態の場合と同様に調光回路
１６により制御される。また、ＰＤＡ５８より自動調光
特性、詳しくは、自動調光特性の光量変化速度が、例え
ば、“速め”、“やや速め”、“普通”といった３段階
の中から選択されると、光源側制御回路１７へその旨が
通信により伝達され、調光特性測定モードに入る。な
お、上記自動調光特性で“速め”とは、絞りの全開から
全閉まで分割ステップ数が少ない状態であり、“普通”
とは、分割ステップ数が多い状態である。
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9
【００５６】上記調光特性測定モードに入り、全開から
全閉までを、例えば、１００ステップで動作するよう設
定する場合、光源側制御回路１７から調光回路１６に対
して絞り１３の全開から全閉までの分割ステップ数１０
０を指定するための制御信号を伝送する。また、上記各
ステップにおける光量データをハーフミラー５５，受光
部５６を介して光源側制御回路１７で読み込む。同時
に、各ステップにおける調光信号１９を調光回路１６よ
り光源側制御回路１７で読み込む。全ステップでのデー
タ読み込みが完了したら光源側制御回路１７は、上記光
量データと調光信号１９とをＰＤＡ５８へ送信する。そ
して、ＰＤＡ５８では送信されたデータと上記選択され
た自動調光特性を基に自動調光のゲイン補正テーブルが
作成される。このゲイン補正テーブルを光源側制御回路
１７へ返信し、ＦＲＡＭ５７に記憶させて、調光特性測
定モードを終了する。
【００５７】この後は、上記ＦＲＡＭ５７のゲイン補正
テーブルを利用して自動調光を行うことで、所望の調光
特性による自動調光を行うことができる。
【００５８】本実施形態の内視鏡装置５０によれば、Ｐ
ＤＡ５８にて補正テーブルを作成するため、補正テーブ
ルの作成アルゴリズムのバージョンアップ等を光源装置
５２に手を加えることなく外部から行うことができる。
また、ＣＣＵ５１や光源装置５２やライトガイド６Ａ等
のばらつきを吸収した最適な自動調光が行える。さら
に、上記ゲイン補正テーブルデータは、ＰＤＡ５８にフ
ァイル形式で保存するようすれば、万一、ＦＲＡＭ５７
に記憶したゲイン補正テーブルデータが消滅した場合で
もゲイン補正テーブルを再生することができる。
【００５９】次に、本発明の第５実施形態の内視鏡装置
６０について、図７を用いて説明する。図７は、本実施
形態の内視鏡装置におけるＰＤＡにて表示される各絞り
ステップに対する光量データの表示例を示す図である。
【００６０】本実施例の内視鏡装置６０では、所望の手
動調光カーブをＰＤＡにて設定が可能であり、本内視鏡
装６０の構成は、前記図６に示す第４実施形態の内視鏡
装置５０の構成と同様であり、同一符号を用いて本実施
形態の内視鏡装置における手動調光カーブ設定処理につ
いて、以下、説明する。
【００６１】本実施形態の内視鏡装置６０では、絞り１
３を全開から全閉までの各ステップにおける光量データ
を図７のようにＰＤＡ５８へ表示する。そして、設定ポ
イント４９ａ～ｋの各ポイントをドラッグし、所望の光
量カーブとなるように変更指定する。上記所望の光量カ
ーブが得られた状態で“ＯＫ”をクリックすると、変更
後の光量カーブデータが光源側制御回路１７へ送信さ
れ、ＦＲＡＭ５７に記憶される。
【００６２】以上の設定動作により、簡単に所望の手動
調光カーブを設定することができる。
【００６３】本実施形態の内視鏡装置６０によれば、手

10
動調光の光量カーブをビジュアル的に簡単に外部から設
定できる。
【００６４】次に，本発明の第６実施形態であって、内
視鏡装置に組み込み可能な光源部７０について、図８～
１０を用いて説明する。図８は、本実施形態の光源部の
横断面図であって、ランプオフ状態を示す。図９は、図
８のＡ－Ａ断面図である。図１０は、本実施形態の光源
部の横断面図であって、ランプオン状態を示す。
【００６５】本実施形態の光源部７０は、例えば、前記
図１の第１実施形態の内視鏡装置１０等の光源装置２に
内蔵される光源部として組み込み可能なものである。
【００６６】上記光源部７０は、光源部筐体７１と、光
源手段であるランプユニット１４と、電源スイッチ７５
付きランプ電源回路１５と、開閉手段であるランプ交換
用扉７２を有し、ランプユニット１４を収納するランプ
室７１ｂと、電源スイッチ操作釦７３が配置される操作
用フロントパネル１８と、電源スイッチ操作釦７３が押
圧操作されたとき、電源スイッチ７５を押圧する押動手
段である押動部材７４とを有してなる。
【００６７】上記ランプ交換用扉７２の内面に嵌合受け
手段である被係止爪７２ａが設けられる。一方、押動部
材７４には、被係止爪７２ａに係止可能な嵌合手段であ
る鍵部７４ａが設けられる（図９）。
【００６８】上述した構成を有する本実施形態の光源部
７０においては、電源スイッチ操作釦７３が押圧操作さ
れず、図８の状態にあるときは、ランプ電源スイッチ７
５は、押圧されてないのでランプユニット１４には、電
圧が印加されず点灯しない状態にある。この状態にある
とき、ランプ交換用扉７２の被係止爪７２ａは、押動部
材７４の鍵部７４ａにより係止されていない。したがっ
て、ランプ交換用扉７２は、開放可能である。
【００６９】電源スイッチ操作釦７３が押圧操作された
場合、図１０の状態にあり、ランプ電源スイッチ７５
は、押動部材７４を介して押圧されるのでランプユニッ
ト１４に点灯電圧が印加され、点灯する。この状態で
は、押動部材７４は、押し込み位置に保持されるのでラ
ンプ交換用扉７２の被係止爪７２ａは、押動部材７４の
鍵部７４ａに係止されている。したがって、ランプ交換
用扉７２は、開放不可能である。
【００７０】上記ランプユニット１４は、消耗部品であ
って交換する必要がある。そのランプユニット１４の交
換を行う場合、図８に示すランプユニットオフ状態にし
て、ランプ交換用扉７２を開放し、ランプ収納室７１ｂ
内のランプユニット１４の取り外し、取り付けを行う。
しかし、図１０に示すようなランプユニット１４が点灯
状態にあり、ランプユニット１４およびその周囲に接触
するのが危険な状態のときは、押動部材７４が押し込み
位置にあり、ランプ交換用扉７２が係止されているので
開放できず、上記接触ができず、危険が回避される。
【００７１】本実施形態の光源部７０によれば、ランプ
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11
ユニット１４に電圧が印加されていない状態でのみラン
プ交換用扉７２が開放可能であり、安全な状態でランプ
ユニット１４の交換が行える。
【００７２】次に，本発明の第７実施形態であって、内
視鏡装置に組み込み可能な光源部８０について、図１１
の光源部の横断面図を用いて説明する。
【００７３】本実施形態の光源部８０も例えば、前記図
１の第１実施形態の内視鏡装置１０等の光源装置２に内
蔵される光源部として組み込み可能なものである。
【００７４】上記光源部８０は、前記第６実施形態の光
源部７０と同様に光源部筐体７１と、ランプユニット１
４と、電源スイッチ７５付きランプ電源回路１５と、開
閉可能なランプ交換用扉７２を有し、ランプユニット１
４を収納するランプ室７１ｂと、電源スイッチ操作釦７
３が配置される操作用フロントパネル１８と、電源スイ
ッチ操作釦７３が押圧操作されたとき、電源スイッチ７
５を押圧する押動部材７４とを有しており、さらに、ラ
ンプ交換用扉７２の内部位置に上記扉７２の閉および開
でオンオフされるインターロックスイッチ８１が配置さ
れている。但し、上記ランプ交換用扉７２の内面の被係
止爪７２ａは不要であり、押動部材７４の鍵部７４ａも
不要である。
【００７５】上述した構成を有する本実施形態の光源部
８０においては、ランプ交換用扉７２が閉状態にあると
き、インターロックスイッチ８１がオンになっており、
ランプ電源回路１５およびランプ電電スイッチ７５が動
作可能のセットされる。しかし、ランプ交換用扉７２が
開状態にあるとき、インターロックスイッチ８１がオフ
になっており、ランプ電源回路１５およびランプ電電ス
イッチ７５が不動作状態となる。したがって、この状態
でランプユニット１４の交換が危険のない状態で行え
る。
【００７６】本実施形態の光源部８０によれば、ランプ
ユニット１４に電圧が印加されていない状態でのみラン
プ交換用扉７２が開放可能であり、安全な状態でランプ
ユニット１４の交換が行える。
【００７７】
【発明の効果】上述した本発明の内視鏡装置によると、
信号処理装置と光源装置間の通信ケーブルを省けると同
時に、スコープが体内にあるかどうかの判断も自動的に
行うことができる。さらに、内視鏡装置の光源装置によ*
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*ると、光源手段を安全な状態で交換することができる
。【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡装置のブロック
構成図である。
【図２】上記図１の内視鏡装置にて、光源装置からＣＣ
Ｕに送られるシリアルの通信信号を示す図である。
【図３】本発明の第２実施形態の内視鏡装置のブロック
構成図である。
【図４】上記図３の内視鏡装置に適用される内視鏡のラ
イトガイド部先端部の拡大図である。
【図５】本発明の第３実施形態の内視鏡装置のブロック
構成図である。
【図６】本発明の第４実施形態の内視鏡装置のブロック
構成図である。
【図７】本発明の第５実施形態の内視鏡装置において、
ＰＤＡにて表示される各絞りステップに対する光量デー
タの表示例を示す図である。
【図８】本発明の第６実施形態の光源部の横断面図であ
って、ランプオフ状態を示す。
【図９】図８のＡ－Ａ断面図である。
【図１０】上記図８の光源部の横断面図であって、ラン
プオン状態を示す。
【図１１】本発明の第７実施形態の光源部の横断面図で
ある。
【符号の説明】
１，３１，５１…ＣＣＵ（信号処理装置）
２，３２，５２…光源装置
７  …カメラ側制御回路（通信情報識別手段）
１０，３０，４０，５０，６０…内視鏡装置
１４  …ランプユニット（光源手段）
１７  …光源側制御回路（通信情報識別手段）
２０  …受光部（受光手段）
２２，２３…赤外光反射ミラー（光通信信号照射手段）
２４，２５…ミラー（光通信信号照射手段）
３７…発光部（光通信信号照射手段）
７０，８０…光源部（光源装置）
７２  …ランプ交換用扉（開閉手段）
７２ａ…被係止爪（嵌合受け手段）
７４  …押動部材（押動手段）
７４ａ…鍵部（嵌合手段）

【図２】 【図９】
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【図４】 【図７】
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【図５】 【図６】

【図８】 【図１０】
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